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木材の劣化防止に関する工学的研究
教 授井 上
1.研究の概要
芳詰 主三→-
木材の劣化防止は，緑の環境の保全すなわち国土および人間環境の保全上極めて大切で、あり，
森林のもつ多面的機能を調和的に利用する方策を確立する上からも重要なliJf究課題であり，とく
に木造住宅の高耐久化が重視されているO 一方劣化防止斉IJの安全性については，環境問題を起さ
ないことが必要であるO 木材中における薬剤と木材組成分との反応にもとづく定着型木材劣化防
止斉Ijの開発は，この課題に対する最も有効なアプローチのーっと考えられ，また，この分野にお
いて従来全く検討されていない界面化学的手法を導ー入することは今後の発展に寄与するものと考
えられる。木材の内部および外部結露は，微生物劣化に著しい相関があり，結露センサー，l.昆湿
度センサーなどを用いて結露と微生物劣化の関係について研究を進めた，クロルデンによる土壌
処理については，土壌中の分析法，クロルピリホス，ホキシムおよびカルホスなどと比較し，残
効性および定着性の検討を行った，ピレスロイド系殺虫剤を含む多くの薬剤について，室内およ
び野外試験を行い，新しい防菌防虫剤の開発を行った。木村資源の保護に関する研究は， とくに
発展途上自の緑の保護につながり，また，永遠に人類に奉仕しつづける再生産可能な資源として
の木材を，次世代に残すための技術の確立上重要な研究である O
( 1 )木材保護領域における界面動電現象に関する研究
はじめに，木材の流動電位制定方法について検討し，経1寺変化の原因を明らかにするとともに
測定方法を確立したO 木材の腐朽過程において， とくに腐;pj材の流動電位を検討し，セルロース
の分解にもとずくよりも， 1)グニンの分解によって流動電位が小さくなることを見出し， さらに
水和との関連性を検討した。防腐防虫処理木材の界面勤電現象については 鍋・クロム・ヒ素系
およびフッ化物・フェノール系薬剤で処理した試験体を調べた結果，前者のうち，とくに酸化物
型はほぼ一定したゼーター電位を示し木材中における定着性の良好なことが明らかになった。
( 2 )有機薬剤の吸着および定着性
ケイ素を含む第4級アンモニウム化合物，塩化ベンザルコニウムおよび塩化鍋アンモニウムな
どを用い，木材に対する吸着および定着性を調べ， 3種の薬剤は，濃度によって著しく相違する
挙動を示すことを明らかにした。
( 3 )高性能i坊腐防蟻塗料の開発研究
処理木材の含水率 (y) と腐朽度 (x) とのi時には， Y=0.07X十20が適用でき，また，新ピレ
スロイドおよび数種の有機ヨード系化合物について室内および野外試l挨を行い，パーメスリンの
効力を確認するとともに，ヨード系の新規化合物を開発した。
( 4 )木材の結露と微生物劣化
3神社より結露の発生した部材を調べ，微生物の分離を行い， 16種のかび類を分離し，伺定を
行った。その結果， Pen.属およびAsp.属の検出頻度の著しいことが明らかになった。また，
ヒートブリッジを路用して，木材内部における結露発生機構を解明した。
( 5 )クロルデンの分析
土壌中におけるクロルデンの拡散について ガスクロマトグラフィーにより定量するととも
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に，クロルデン，カルホス， ;-J~ キシムなどと比較した場合の吸藩性および定若性を調べ，クロル
デンの土壌中の半減期が最も大きいことを明らかにした。
( 6 )その他，湿潤地生産材の特性，木材の抗!犠性，有機スズ化合物のi坊腐効力，塗料成分，
金属腐食試験，防腐処理材のシステム化などについて検討を行った。
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